







































定量化した送電ケーブルの特性解析 [3] や超伝導磁気エネルギー貯蔵（Superconducting Magnetic 




伝導マグネット開発に参画し、高温超伝導マグネットとして世界初の 3 T イメージングに成功しました
[6]。
さらに、高温超伝導誘導同期回転機（High Temperature Superconducting Induction/Synchronous 
Machine: HTS-ISM）を提案し [7]、輸送機器（船舶、電車、バス、トラック、自動車）[8] や液体水素燃
料移送ポンプ [9] 等への適用を目指したプロジェクトを複数立上げ、研究開発を推進しています。図 1
には、JST-ALCAプロジェクトで開発した 20 kW級プロトタイプ機の外観写真を示します。
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